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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2009-543328(P2009-543328A)
【公表日】平成21年12月3日(2009.12.3)
【年通号数】公開・登録公報2009-048
【出願番号】特願2009-517978(P2009-517978)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/66     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/73     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ  11/66    ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ  11/59    ＣＱＥ　
   Ｃ０９Ｋ  11/73    ＣＱＨ　
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＱＤ　
   Ｃ０９Ｋ  11/80    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
青色発光ダイオードと、
前記発光ダイオードの上部に、緑色から黄色領域の光を発光する少なくとも一つのオルト
ケイ酸塩系蛍光体と、赤色領域の光を発光するナイトライド系蛍光体又はオキシナイトラ
イド系蛍光体と
を備え、
前記オルトケイ酸塩系蛍光体は、下記の化学式１に表示され、
化学式１
ａ（ＭＩＯ）・ｂ（ＭＩＩＯ）・ｃ（ＭＩＩＩＡ）・ｄ（ＭＩＩＩ

２Ｏ）・ｅ（ＭＩＶ
２

Ｏ３）・ｆ（ＭＶ
ｏＯｐ）・ｇ（ＳｉＯ２）・ｈ（ＭＶＩ

ｘＯｙ）
前記ＭＩは、鉛（Ｐｂ）及び銅（Ｃｕ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択
され、前記ＭＩＩは、ベリリウム（Ｂｅ）、マグネシウム（Ｍｇ）、カルシウム（Ｃａ）
、ストロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）、亜鉛（Ｚｎ）、カドミウム（Ｃｄ）、及
びマンガン（Ｍｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＩＩＩ

は、リチウム（Ｌｉ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、ルビジウム（Ｒｂ）、セ
シウム（Ｃｓ）、金（Ａｕ）、及び銀（Ａｇ）を含むグループから少なくとも一つの元素
が選択され、前記ＭＩＶは、ホウ素（Ｂ）、アルミニウム（Ａｌ）、ガリウム（Ｇａ）、
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及びインジウム（Ｉｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＶ

は、ゲルマニウム（Ｇｅ）、バナジウム（Ｖ）、ネオジム（Ｎｄ）、タンタル（Ｔａ）、
タングステン（Ｗ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（Ｔｉ）、ジルコニウム（Ｚｒ）、及
びハフニウム（Ｈｆ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＶＩ

は、ビスマス（Ｂｉ）、錫（Ｓｎ）、アンチモン（Ｓｂ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イッ
トリウム（Ｙ）、ランタン（Ｌａ）、セリウム（Ｃｅ）、プラセオジミウム（Ｐｒ）、ネ
オジム（Ｎｄ）、プロメチウム（Ｐｍ）、サマリウム（Ｓｍ）、ユウロピウム（Ｅｕ）、
ガドリニウム（Ｇｄ）、テルビウム（Ｔｂ）、ジスプロシウム（Ｄｙ）、ホルミウム（Ｈ
ｏ）、エルビウム（Ｅｒ）、ツリウム（Ｔｍ）、イッテルビウム（Ｙｂ）、及びルテチウ
ム（Ｌｕ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記Ａは、フッ素（Ｆ
）、塩素（Ｃｌ）、ブロム（Ｂｒ）、及びヨード（Ｉ）を含むグループから少なくとも一
つの元素が選択され、
前記ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｏ、ｐ、ｘ、ｙは、０＜ａ≦２、０≦ｂ≦８、０
≦ｃ≦４、０≦ｄ≦２、０≦ｅ≦２、０≦ｆ≦２、０≦ｇ≦１０、０≦ｈ≦５、１≦ｏ≦
２、１≦ｐ≦５、１≦ｘ≦２、１≦ｙ≦５の範囲に設定されることを特徴とする発光素子
。
【請求項２】
前記オルトケイ酸塩系蛍光体は、下記の化学式２に表示され、
化学式２
（（Ｂａ、Ｓｒ、Ｃａ）１－ｘ（Ｐｂ、Ｃｕ）ｘ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ、Ｂ
前記Ｂは、Ｂｉ、Ｓｎ、Ｓｂ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｇｄ、
Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｌｕからなるグループから少なくとも一つの元素
が選択され、
前記ｘは、０乃至１の範囲内に設定され、ＥｕとＢは、０乃至０．２の範囲内に設定され
る、請求項１に記載の発光素子。
【請求項３】
前記ナイトライド系蛍光体は、下記の化学式５に表示され、
化学式５
ＭｘＳｉｙＮｚ：Ｅｕ
前記Ｍは、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａを含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、
前記ｚは、ｚ＝２／３ｘ＋４／３ｙである、請求項１に記載の発光素子。
【請求項４】
前記ｘとｙは、ｘ＝２、ｙ＝５、又はｘ＝１、ｙ＝７である、請求項３に記載の発光素子
。
【請求項５】
前記ナイトライド系蛍光体は、下記の化学式６に表示され、
化学式６
ＭＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ
前記Ｍは、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｍｇを含むグループから少なくとも一つの元素が選択され
る、請求項１に記載の発光素子。
【請求項６】
前記ナイトライド系蛍光体は、下記の化学式７に表示され、
化学式７
ＭＳｉＮ２：Ｅｕ
前記Ｍは、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｍｇを含むグループから少なくとも一つの元素が選択され
る、請求項１に記載の発光素子。
【請求項７】
前記オキシナイトライド系蛍光体は、下記の化学式８に表示され、
化学式８
ＭｅｘＳｉ１２－（ｍ＋ｎ）Ａｌ（ｍ＋ｎ）ＯｎＮ１６－ｎ：Ｒｅ１ｙＲｅ２ｚ
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前記Ｍｅは、Ｃａ、Ｍｇ、Ｙを含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、
前記Ｒｅ１は、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｙｂを含むグループから少なくとも一つの元素
が選択され、
前記Ｒｅ２は、Ｄｙである、請求項１に記載の発光素子。
【請求項８】
前記発光ダイオードは、ボディー上に実装され、前記ボディーの上部に前記発光ダイオー
ドを封止するモールディング部を更に備え、前記モールディング部は、前記オルトケイ酸
塩系蛍光体と、ナイトライド系蛍光体又はオキシナイトライド系蛍光体が混合されて分布
された、請求項１に記載の発光素子。
【請求項９】
前記ボディーは、基板、ヒートシンク、又はリード端子のうちのいずれか一つである、請
求項８に記載の発光素子。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
前記オルトケイ酸塩系蛍光体は、下記の化学式１に表示され、
化学式１
ａ（ＭＩＯ）・ｂ（ＭＩＩＯ）・ｃ（ＭＩＩＩＡ）・ｄ（ＭＩＩＩ

２Ｏ）・ｅ（ＭＩＶ
２

Ｏ３）・ｆ（ＭＶ
ｏＯｐ）・ｇ（ＳｉＯ２）・ｈ（ＭＶＩ

ｘＯｙ）
前記ＭＩは、鉛（Ｐｂ）及び銅（Ｃｕ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択
され、前記ＭＩＩは、ベリリウム（Ｂｅ）、マグネシウム（Ｍｇ）、カルシウム（Ｃａ）
、ストロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）、亜鉛（Ｚｎ）、カドミウム（Ｃｄ）、及
びマンガン（Ｍｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＩＩＩ

は、リチウム（Ｌｉ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、ルビジウム（Ｒｂ）、セ
シウム（Ｃｓ）、金（Ａｕ）、及び銀（Ａｇ）を含むグループから少なくとも一つの元素
が選択され、前記ＭＩＶは、ホウ素（Ｂ）、アルミニウム（Ａｌ）、ガリウム（Ｇａ）、
及びインジウム（Ｉｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＶ

は、ゲルマニウム（Ｇｅ）、バナジウム（Ｖ）、ネオジム（Ｎｄ）、タンタル（Ｔａ）、
タングステン（Ｗ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（Ｔｉ）、ジルコニウム（Ｚｒ）、及
びハフニウム（Ｈｆ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＶＩ

は、ビスマス（Ｂｉ）、錫（Ｓｎ）、アンチモン（Ｓｂ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イッ
トリウム（Ｙ）、ランタン（Ｌａ）、セリウム（Ｃｅ）、プラセオジミウム（Ｐｒ）、ネ
オジム（Ｎｄ）、プロメチウム（Ｐｍ）、サマリウム（Ｓｍ）、ユウロピウム（Ｅｕ）、
ガドリニウム（Ｇｄ）、テルビウム（Ｔｂ）、ジスプロシウム（Ｄｙ）、ホルミウム（Ｈ
ｏ）、エルビウム（Ｅｒ）、ツリウム（Ｔｍ）、イッテルビウム（Ｙｂ）、及びルテチウ
ム（Ｌｕ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前記Ａは、フッ素（Ｆ
）、塩素（Ｃｌ）、ブロム（Ｂｒ）、及びヨード（Ｉ）を含むグループから少なくとも一
つの元素が選択され、前記ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｏ、ｐ、ｘ、ｙは、０≦ａ
≦２、０≦ｂ≦８、０≦ｃ≦４、０≦ｄ≦２、０≦ｅ≦２、０≦ｆ≦２、０≦ｇ≦１０、
０≦ｈ≦５、１≦ｏ≦２、１≦ｐ≦５、１≦ｘ≦２、１≦ｙ≦５の範囲に設定されること
を特徴とする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
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前記オルトケイ酸塩系蛍光体は、下記化学式１のような構造を有する。
化学式１
ａ（ＭＩＯ）・ｂ（ＭＩＩＯ）・ｃ（ＭＩＩＩＡ）・ｄ（ＭＩＩＩ

２Ｏ）・ｅ（ＭＩＶ
２

Ｏ３）・ｆ（ＭＶ
ｏＯｐ）・ｇ（ＳｉＯ２）・ｈ（ＭＶＩ

ｘＯｙ）
前記化学式１において、ＭＩは、鉛（Ｐｂ）及び銅（Ｃｕ）を含むグループから少なくと
も一つの元素が選択され、前記ＭＩＩは、ベリリウム（Ｂｅ）、マグネシウム（Ｍｇ）、
カルシウム（Ｃａ）、ストロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）、亜鉛（Ｚｎ）、カド
ミウム（Ｃｄ）、及びマンガン（Ｍｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択
され、前記ＭＩＩＩは、リチウム（Ｌｉ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、ルビ
ジウム（Ｒｂ）、セシウム（Ｃｓ）、金（Ａｕ）、及び銀（Ａｇ）を含むグループから少
なくとも一つの元素が選択され、前記ＭＩＶは、ホウ素（Ｂ）、アルミニウム（Ａｌ）、
ガリウム（Ｇａ）、及びインジウム（Ｉｎ）を含むグループから少なくとも一つの元素が
選択され、前記ＭＶは、ゲルマニウム（Ｇｅ）、バナジウム（Ｖ）、ネオジム（Ｎｄ）、
タンタル（Ｔａ）、タングステン（Ｗ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（Ｔｉ）、ジルコ
ニウム（Ｚｒ）、及びハフニウム（Ｈｆ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選
択され、前記ＭＶＩは、ビスマス（Ｂｉ）、錫（Ｓｎ）、アンチモン（Ｓｂ）、スカンジ
ウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、ランタン（Ｌａ）、セリウム（Ｃｅ）、プラセオジ
ミウム（Ｐｒ）、ネオジム（Ｎｄ）、プロメチウム（Ｐｍ）、サマリウム（Ｓｍ）、ユウ
ロピウム（Ｅｕ）、ガドリニウム（Ｇｄ）、テルビウム（Ｔｂ）、ジスプロシウム（Ｄｙ
）、ホルミウム（Ｈｏ）、エルビウム（Ｅｒ）、ツリウム（Ｔｍ）、イッテルビウム（Ｙ
ｂ）、及びルテチウム（Ｌｕ）を含むグループから少なくとも一つの元素が選択され、前
記Ａは、フッ素（Ｆ）、塩素（Ｃｌ）、ブロム（Ｂｒ）、及びヨード（Ｉ）を含むグルー
プから少なくとも一つの元素が選択される。
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